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配信 自社サービス
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配信 他社プラットフォーム
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スポーツパックプラン

オリジナルドラマ



局舎全体
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局舎全体

中継車

Live production

回線センター
2024.11 IP化

Network
Operation

Center
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納品センター

Quality Check&
Delivery Room

編集室

Edit Room

マスター
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Web配信センター
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回線センター
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コンセプト
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コンセプト
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• SDI, IP, Audio Analog, Dante, SRT, ember+, TSL, API,  etc.. 様々な信号に対応可能

     →Broadcast Controller, Gateway

• 放送配信のコンテンツやサービスの流動に伴う局内設備の変更に対応できる、柔軟性と拡張性を持つ

     →Broadcast Controller, IP Switch

• 「高度な機能」「安定した動作」を両立した制御システムとする

→Broadcast Controller

• 大量回線を少人数で監視し運用できる設備とする

→Multiviewer, Rec&Play



コンセプト
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ユニーク

WOWOWならでは
日本ならでは

ユニバーサル

通常機能の組み合わせ
で達成

翻訳
再定義

ユニーク

全く同じように踏襲
フルスクラッチ

×



システム構成
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主な担当会社
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概要図
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作成協力：

放送技術社-KHG



規模
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full HD
 350in

550out

Sub control room for broadcast×3
for streaming×3

Controller
× 20units

GW × 13units

ev670×10
Scorpion（FS option）×3

MV
96in
4out



IP Switch “ルーター”
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• Evertz - NAT-X

• 200Gbps*32port→大容量

仮に社内のLive Production設備の全機器をルーターを

介さず直結しても収容可能な容量

• MAGNUMからのSDN(Software Defined Network)コントロールで動的に制御

→高速なルーティング

• 他設備が将来的にIP化し接続する際にはNATによりマルチキャストアドレスを固定可能

   →責任分解

• ポート単位で各種設定が自在に変更可能

   →柔軟

• 放送機器のメーカーが放送機器として製造した製品であり10年通年での運用が可能

   →安価



Broadcast Controller “制御”
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• Broadcast Controller : Evertz - MAGNUM

• Controller App : Evertz - VUE

• ルーティング／素材名称管理／機器設定／など運用に

必要な制御のほぼすべてを担う

→高度, 統合

• Evertz製品以外の他社製機器に対してもAPI連携を行うことでMAGNUMから設定を参照し制御を実行可能

• Tally : Evertz機器間はMAGNUM Tallyで処理。TSL, GPIO等をサポートし各種演算や制御が可能

     →柔軟

• ユーザーでのレイアウト可変性が高く、スクラッチ開発を行うことなく、弊社の運用に合わせた設定項目や画面

レイアウトを構築。スクラッチ開発によりシステム安定性や柔軟性が低下するリスクを懸念していたが、それを

    回避しつつ、高度で柔軟な制御システムを実現。

→安定



Broadcast Controller “制御”
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• VUE > VIDEO Switch

ROOM TAG

CATEGORY TAG

この2つでソート可

TAGは自由に設定可



Broadcast Controller “制御”
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• VUE > API

sample : Audio MTX

VOLUME

素材名称

各パラメタを柔軟に

レイアウト可能

TAKE



Broadcast Controller “制御”
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• VUE > WEB GUI

    sample : FOR-A - FA9600

address

別ブラウザが不要



SYNC PTP-BB “同期”
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• PTP Grand Master:IPマスター Seiko - TS2950

• PTP Boundary Clock :IP回線センター Evertz - 5700MSC

マスター

Grand Master

回線センター

Boundary
Clock

サブ

Change Over

回線センター

IP Switch

サブ

ADA

サブ

Video-GW

サブ

System

マスター

System

回線センター

System

GPS GPS PTP PTP

PTPPTP

ST2110

BB

BB

BB

BB

SDI

BB



Audio
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• Analog/Dante の二種類とし、GWを介してST2110-30へ変換

• Analog/Dante/ST2110-30/の3種を、Emb/DeEmb/ch入替/する運用

• インカム管理と音声ch入替も回線センター業務のため重要な要素
Audio Shuffler

Evertz製
570EMR-ADMX 

1ch単位での
cｈ入替が可能



Monitoring “監視”
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• 信号監視

• ST2110, SDIを監視卓の波形モニター（Leader - LV5600）で計測

• 映像音声監視

• 従来通りSDIモニターやSDIスピーカーで人間での監視

• IP Multiviewer(Evertz - ev670 series)のオプション機能にて、入力SDI信号の映像音声を自動監視し

映像のブラック、フリーズ、ブロックノイズや音声のミュート、ノイズなどを検知

• 回線同録（Rec & Playで障害やノイズを追跡）を強化し同時30回線を常時Rec可能

• 機器監視

• 基本的にはSNMP trapでの状態監視を行う。SNMP ManagerはEvertz - MAGNUM-NMS

     その他、サーバー状態の監視について、Broadcast Controller, SNMP ManagerはWEB-GUIにて確認可能



Monitoring “監視”
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• IP Multiviewer : Evertz – ev670 series

自動検知結果



Monitoring “監視”

27

• SNMP Manager : Evertz – MAGNUM NMS

ツリー構造で
全機器

グループ分けし
ブロック表示

異常時は点灯や点滅。

この画面も

レイアウト可変。



テクノハウス様-Evertz様
採用のポイント
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比較

6社にご提案を依頼



安い

採用ポイント
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コンセプトを

高いクオリティで達成
“海外”でも十分な信頼性

簡易なトラブルシュート拡張性。余力十分



• 費用

• 「初期設備投資+リプレイス+保守サービス」 全社の中で最安。初期設備投資は最安ではなかったものの安価

• IP Switch

• NAT-Xは放送機器メーカーであるEvertzが放送機器として製造しており10年通年での運用が可能

リプレイス費用を大幅に抑えることが可能

• Broadcast Controller

• MAGNUMのクオリティ。ユーザーで変えられる範囲が非常に広く、かつ、スクラッチ開発がないを高評価

• Multiviewのレイアウト可変/WEBブラウザの埋め込み機能/API連携でサードパーティ機器もMAGNUM配下で制御可能/

etc…国内メーカーのBCCと比較するとクオリティの差を感じた

• 座組

• EvertzがIP Switch, PTP GMも製造していることで、システムの基幹機器は全てEvertz製品オールインワン

• 基幹部分がオールインワンであり、動作安定性/トラブルシュートの簡易性/明確な責任所在を担保。 ”技術的な肚”はEvertzのみに
ある

• Cots IP Switchの場合は、システムベンダー, ネットワークベンダー, Switchメーカーの3社になり、かつ技術的な肚も各社がBCC, 
IFや設定, Switch, とそれぞれに分散する形になる。それによるリスクやコストを考えた

• “海外メーカー”という点については、海外では多数の導入実績があり、かつ、WOWOW向け独自のスクラッチ開発がないため

      信頼性も評価した

採用ポイント
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費用
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メーカー比較

「初期設備投資」＋「リプレイス費用1０年分」＋「保守サービス費用１０年分」で比
較
※10年というのは適当な目安として設定しただけで、次のリプレイス予定時期ではな
い

0

2

4

6

8

10

12

A社 B社 C社 D社 E社 F社

初期設備投資 リプレイス費用10年分 保守サービス費用10年分
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%

100
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2014年(前システム構築) 2024年(本システム構築) 2014年初期構築+これまでの増強改修

設備投資費用 年間伝送数 年間スタッフ稼働

初期設備投資

前回構築した2014年を100%とすると・・・
・伝送数やスタッフ稼働が約200%に増加した中で設備投資費用は115%
・増強改修を経て146%換算の設備規模になっていた中で本システムの設備投資費用は115%



プロジェクト進行
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2 0 2 2

10月

2 0 2 2

12月

2 0 2 3

2月
～

2 0 2 3

5月

2 0 2 3

6月
～

2 0 2 4

4月前
4月前 4月後 5月前 5月後 6月前 6月後 7月前 7月後 8月前 8月後 9月前 9月後 10月前 10月後 11月前 11月後

開始

R FP提出

提案受領

各社比較検討

メーカー選定

詳細仕様検討

E ve rtzへの案件発注

機材・工事作業など発注

機器手配

テクノハウス様にて仮組

詳細設定・調整

立ち合い検査

ケーブル敷設工事

ラック・機器搬入

機器セッティング

電源投入

コミッショニング

運用トレーニング

ヒートラン

引き渡し

カットオーバー

スケジュール

36



体制

代理店

基幹機器
基幹SI

インターネット
セキュリティ

代理店

同録機器

KVM 什器 工事
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WOWOW技術センター

コンテンツ技術ユニット 設備プロダクトユニット

回線センター運用チーム6名

放送技術社 – KHG

ネットワーク/セキュリティチーム2名

AGEST社

本社 – 情報セキュリティ委員会

サ
ブ
担
当

収
録
担
当

プロジェクトチーム5名

本社 – 法務部門

社屋管理 - 東急コミュニティー社

W
e
b

配
信
担
当

マ
ス
タ−
担
当

体制
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テクノハウス

Evertz

Project manager

2名

営業

2名

evertz対応-通訳

1名

技術

3名

設計・工事

1名

ステアリングコミッティ

2名

Project manager

1名

Sales

1名

Solution Architect

1名

Principal Architect

1名

Deployment engineer

4名

体制
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• 最重要ポイントは 翻訳-コミュニケーション-定義

• IP - SDIに代表される技術用語

• Evertzの思想の理解

• WOWOWの運用の抽象化

• 契約や事務も含めたテクノハウス, WOWOWの業務フローの整理

• 日本コムシス, AGESTを交えた”セキュリティ”の観点

 →1つのプロジェクトとして全体で良い意思決定ができるような体制で進行することができた 

進行時のポイント
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ユニーク

WOWOWならでは
日本ならでは
SDIならでは

ユニバーサル

海外
他業界

翻訳
再定義

ユニーク

全く同じように踏襲

×



導入し運用してみて
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• 構築時において、機器エラーやこちらからのリクエストが発生した際の技術的な対応スピードが早く、

オールインワンの利点とエンジニアの高い技術力を感じた 

• ST2110, PTPといったIP領域は非常に安定

• 苦しめられたのはSDI領域

同期/位相/TC/信号入切…このあたりは昔と変わらない。障害の再現性が低く調査に膨大な時間と労力が

かかる

• IPによるメリットの享受はここからが本番

    現時点でも運用業務や設備管理業務の効率化など、既存のアップデートという点でメリットはあるが、

    他設備との接続や統合を行うことで初めて、全体最適での大きなメリットを享受できると感じている

導入し運用してみて
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IPマスターとの接続
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回線センター

IP Switch
Evertz-NAT-X

IPマスターとの接続

マスター

IP Switch
Cisco-Nexus

GWGW

VLANNAT

IGMP join(aa.aa.aa.aa/bb.bb.bb.bb) 

aa.aa.aa.aa/bb.bb.bb.bbからの素材

aa.aa.aa.aa

bb.bb.bb.bb

bb.bb.bb.bc

bb.bb.bb.bd

bb.bb.bb.be

bb.bb.bb.bf

bb.bb.bb.bg

cc.cc.cc.cc

• 回線センターIP Swichが単なるレシーバーとして振る舞いIGMP joinを投げる
↓

• マスターGW → マスターIP Switch → 回線センターIP Switchへとストリームが流れる
↓

• 回線センター IP SwitchでNATを行う
  ↓
• BCCからの制御に応じてGWへ分配

• マスター → 回線センター

回線センター

Broadcast Controller
Evertz-MAGNUM

回線センター
(マスター配置分)

Control APP
Evertz-VUE

回線センター

Control APP
Evertz-VUE
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回線センター

IP Switch
Evertz–NAT-X

IPマスターとの接続

マスター

IP Switch
Cisco-Nexus

GWGW

VLANNAT

IGMP joinは投げるが使わず回線IP Switchは無視

ee.ee.ee.ee

bb.bb.bb.bb

bb.bb.bb.bc

bb.bb.bb.bd

bb.bb.bb.be

bb.bb.bb.bf

bb.bb.bb.bg

dd.dd.dd.dd

• 回線センター → マスター

回線センター

Broadcast Controller
Evertz-MAGNUM

マスター

Broadcast
Controller

回線センター

Control APP
Evertz-VUE

• ソースの切替はVUEで行う
↓

• 回線センター IP Switch → マスター IP SwitchへはNAT後の固定されたマルチキャストアドレスで常時送信
↓

• マスター内の素材切替はマスター内のBCCで行う

回線センター
(マスター配置分)

Control APP
Evertz-VUE



今後の設備構想
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今後の設備構想
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回線センター

IP Switch
BCC

SNMP Manager
Edge Device

収録センター

SDI Router
BCC

SNMP Manager
Edge Device

WEB配信センター

SDI Router

Edge Device

サブ, スタジオ

SDI Router
BCC

SNMP Manager
Edge Device

マスター

IP Switch
BCC

SNMP Manager
Edge Device

2025.12
回線,マスター

それぞれ独立しIP化

回線センター

IP Switch
BCC

SNMP Manager
Edge Device

収録センター

Edge Device

WEB配信センター

Edge Device

サブ, スタジオ

？

Edge Device

マスター

IP Switch
BCC

SNMP Manager
Edge Device

今後数年

収録,WEB配信
リプレイス

回線と統合可能性アリ

サブ, スタジオ
リプレイス

統合or独立 未定

• 上記はLive Production設備

• 今回導入した回線センター設備は今後フルリプレイスは行わずに、EoS, EoLとなる機器をリプレイスしながら運用する
方針

• その他、機器監視や映像音声監視、Firewall等についてはPost Production設備とも統合検討中



おわりに
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本プロジェクトの意義と今後の展
望 
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• WOWOW の Live Production設備における初のIP導入事例。ここで得た技術的

な知見と、海外メーカーを基幹に据えて要件定義から構築まで行った経験は非

常に大きな財産となった。 

• この回線センターは、2025.12に完成予定のIPマスター更新、さらにその先の

全社的なIP化やクラウドとの結合に向けた重要な試金石である。今後も設備単

体に留まらず広い視野を持ったうえで全体のシステムデザインに繋げ、技術面、

業務面、費用面など総合的な価値を生み出していきたい。



info
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本資料のダウンロード
11/16まで

テクノハウス様お問合せ

お問い合わせ

WOWOW
技術センター
コンテンツ技術ユニット

高畑陸
r.takahata@wowow.co.jp

テクノハウス様HP 名刺
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